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第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議



これまでの会議の開催これまでの会議の開催経緯経緯

第１回会議（平成１７年１１月開催）

●『道路行政マネジメントを実践する栃木県会議』は、交通渋滞や交通事故対策について、地域の皆さまや、
様々な分野の方々からのご意見をお伺いし、道路施策に反映することを目的に、平成１７年１１月に設置

第３回会議（平成１８年３月開催）

県民アンケート（平成１８年２月実施）

第２回会議（平成１７年１２月開催）
・ 要対策箇所の選定及び確定

交
通
安
全
見

第５回会議（平成１９年３月開催）

第４回会議（平成１８年８月開催）

現地診断（平成１８年７月、８月）

・ 要対策箇所の対策実施
・ 要対策箇所のフォローアップ

見
え
る
化
プ
ラ
ン

第７回会議（平成２２年１０月開催）

第６回会議（平成１９年１０月開催）

第５回会議（平成１９年３月開催）

県民アンケート（平成２２年１０月～１１月実施）

・ 新たな要対策箇所の選定

・ 要対策箇所のフォローアップ
・ 『新たな事故危険代表区間（案）』の選定

ン

第９回会議（平成２３年３月開催）

第８回会議（平成２２年１２月開催）

県民アンケート（平成２２年１０月～１１月実施） 『新たな事故危険代表区間（案）』の選定

・ 『新たな事故危険代表区間』の選定

第１０回会議（平成２３年１２月開催）
・ 渋滞対策候補箇所の選定
・ 事故ゼロプランの進捗確認

事
故
ゼ 第１０回会議（平成２３年１２月開催） ・ 事故ゼロプランの進捗確認

道路利用者アンケート（平成２４年２月実施）

第１１回会議（平成２４年８月開催）

・ 主要渋滞箇所の選定

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
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・ 主要渋滞箇所の選定
・ 事故ゼロプランの進捗確認

アンケート調査（平成２４年１１月実施）

第１２回会議（平成２４年１２月開催）



○本日の会議における論点○本日の会議における論点

本日の会議では、以下の点について説明させていただきたい。

１．事故危険箇所の選定１．事故危険箇所の選定

①事故危険箇所の概要

②事故危険箇所の選定

２２．その他．その他

①事故ゼロプランの取り組みについて①事故ゼロプランの取り組みについて

②自転車利用環境整備に関する取り組みについて

③新４号国道、国道４号の供用について
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１ 事故危険箇所の選定１ 事故危険箇所の選定１．事故危険箇所の選定１．事故危険箇所の選定

①事故危険箇所の概要①事故危険箇所の概要

②②事故危険箇所の事故危険箇所の選定選定
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①事故危険箇所の概要①事故危険箇所の概要

交通事故の発生状況

 死者数は平成4年をピークに減少に転じたが、死傷事故は変わらず増加傾向を示しており、

交通事故の抑止が当時の最重要課題

 死傷事故の約7割が全体の約2割の区間に集中して発生しており、これらの箇所で集中的に

交通安全対策を実施することが効果的

⇒平成14年から「事故危険箇所」の取組を開始

事故危険箇所の
取組開始取組開始
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死者数・死傷事故件数の推移 交通事故の集中発生傾向
出典：交通統計、警察庁資料 出典：国土交通省ホームページ



①事故危険箇所の概要①事故危険箇所の概要

事故危険箇所とは、

 「交通安全基本計画」及び「社会資本整備重点計画」に位置づけられた施策

 幹線道路において集中的な交通事故対策を実施することが目的

 警察庁と国土交通省が合同で、死傷事故率が高く、又は死傷事故が多発している

交差点や単路部を「事故危険箇所」として指定

 都道府県公安委員会と道路管理者が連携して対策を実施

 これまでに、第1次社会資本整備重点計画（H15～H19）及び第2次社会資本整備

重点計画（H20～H24）の2度、箇所指定を行い、対策実施
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①事故危険箇所の概要①事故危険箇所の概要

事故危険箇所の取組経緯

上位計画 交通安全事業の取組

交通安全
基本計画

社会資本整備
重点計画

第1次第7次 ■事故危険箇所（H15 7指定）第1次
（H15～H19）

第7次
（H13～H17）

■事故危険箇所（H15.7指定）

・全 国 3,956箇所
・栃木県 76箇所
（うち直轄 13箇所）

第2次

第8次
（H18～H22）

（うち県管理 63箇所）

■事故危険箇所（H20 12指定）

■道路見える化作戦
（H18～H20）

・交通安全第2次
（H20～H24）

■事故危険箇所（H20.12指定）

・全 国 3,396箇所
・栃木県 71箇所
（うち直轄 15箇所） ■成果を上げる

・交通安全
見える化プラン

第3次
（ ）

第9次
（H23～H27）

（うち直轄 15箇所）
（うち県管理 56箇所）

■事故危険箇所（今回指定）

■成果を上げる
マネジメント
（H22～ ）

事故ゼ プ
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（H24～H28） ・事故ゼロプラン



②事故危険箇所の選定②事故危険箇所の選定

選定方針及びアウトカム目標

 幹線道路において、道路整備や交通安全施設等の整備による交通事故削減効果が見込まれ、平成28年
度までに事業が完了する見込みがある箇所を事故危険箇所として選定

箇所 選定 最新 事故デ タ る基準（抽出基準 ）と 地域 課題 特徴 る基準（抽出基準 箇所の選定は、最新の事故データによる基準（抽出基準Ａ）と、地域の課題や特徴による基準（抽出基準
Ｂ）の2つの基準で評価

 事故危険箇所では、交通事故対策が実施された箇所において、死傷事故を約３割抑止することが目標

■抽出基準

【抽出基準Ａ】

■アウトカム目標値

・対策実施箇所において、対策前後で【抽 準 】
・死傷事故率100件/億台キロ以上 かつ
・重大事故率10件/億台キロ以上 かつ
・死亡事故率1件/億台キロ以上

対策実施箇所において、対策前後で
死傷事故を約3割抑止

対策を実施しなければ
事故の増減無し

対策実施により

【抽出基準Ｂ】

・抽出基準Ａに該当しない箇所のうち、
地域の課題や特徴を踏まえ、特に緊急
的 集中的な対策が必要な箇所

策
３割抑止

的、集中的な対策が必要な箇所
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アウトカム目標値の考え方



②事故危険箇所の選定②事故危険箇所の選定

選定の流れ

【抽出基準Ａ】
 基準に該当した118区間の中から、対策の必要性・緊急性が低い箇所を除外した区間を選定
【抽出基準 】【抽出基準Ｂ】
 抽出基準Ａの3条件のうち2条件に該当する区間の中から、通学路緊急点検箇所等に該当する区間を選

定
※H19～H22の事故データを基に抽出

【抽出基準Ａ】

栃木県内イタルダ区間
＜14,701区間＞

（国：1 859区間 県：12 842区間）

【抽出基準Ｂ】

抽出基準Ａの2条件に該当する区間

（国：1,859区間、県：12,842区間）

抽出基準Ａ該当区間
＜118区間＞

（国：17区間 県：101区間）

上記のうち、
通学路緊急点検箇所

上記のうち、
交通量の増加が
見込まれる区間（国：17区間、県：101区間）

H19～H24に対策実施済みの
区間を除外

見込まれる区間

＜抽出基準Ｂ：7区間＞
（国：1区間、県：6区間）

短期間で効果の発現が
期待される区間を選定 今回指定 事故危険箇所

＜○区間＞
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＜○区間＞
（国：6区間、県：○区間）＜抽出基準Ａ：○区間＞

（国：5区間、県：○区間）



②事故②事故危険箇所の選定危険箇所の選定

箇所の選定（例）

箇所①：

死亡 重大 死傷
H15
指定

H20
指定

① 09 104833K 14 2 28 3 198 2 14 ● ● H24実施済み

イタルダ
区間番号

H19-H22事故率
（件/億台km/年）

事故危険箇所 事故ゼロ
プラン

事故危険
区間

対策実施状況 判定
H19-H22

死傷事故件数
（件/4年）

所①
H24に対策を

実施済みの
ため、除外

① 09-104833K 14.2 28.3 198.2 14 ● ● H24実施済み ×

② 09-006638T 30.9 30.9 123.5 4 ×

③ 09-104819K 28.3 28.3 184.0 13 ● H25に実施予定 ○
箇所②：
対策は未実施対策は未実施
だが、死傷事
故件数が少な
く 大きな効果箇所③： く、大きな効果
が見込めない
ため、除外

箇所③：
事故危険区間に位置づけ
られているが、現時点で対
策未実施のため 選定策未実施のため、選定
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②事故②事故危険箇所の選定危険箇所の選定

国道５０号 下渋垂町交差点

箇所概要 事故発生状況 写真②沿道施設の状況追突事故が発生

事故発生要因

事故発生状況

栃木県

追突事故

・長い直線区間で速度超過しやすい

・沿道施設の出入り交通が多く、車両の流れが乱れる

事故発生要因

写真①長い直線区間

①

②

事業箇所

追突事故

対策概要

【路線】 国道５０号
【住所】 足利市下渋垂町
【交通量】 48,381台/日

※H22道路交通センサス

カラ 舗装の設置
【既設】

対策内容

抽出基準Ａ

死傷事故率：184 件/億台キロ

重大事故率： 28 件/億台キロ

死亡事故率 件 億台

カラー舗装の設置路面標示「追突注意」方針

・注意喚起
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死亡事故率： 28 件/億台キロ
カラー舗装の設置 【既設】

路面標示「追突注意」



２ その他２ その他２．その他２．その他

①事故ゼロプランの取り組みについて①事故ゼロプランの取り組みについて

②自転車②自転車利用環境整備に関する取り組みに いて利用環境整備に関する取り組みに いて②自転車②自転車利用環境整備に関する取り組みについて利用環境整備に関する取り組みについて

③新４号国道、国道③新４号国道、国道４号の供用に４号の供用についてついて
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①事故ゼロプランの取り組みについて①事故ゼロプランの取り組みについて

事故危険区間の選定の流れ

●栃木県内の国、県が管理する幹線道路を対象に、「事故データ」及び「地域要望」により、交通安全上課題
がある箇所を抽出するため、11の抽出指標及び基準を決定し、事故危険代表区間としてリスト化

地域要望による抽出事故デ タによる抽出

栃木県内の幹線道路

地域要望による抽出事故データによる抽出 指標区分 選定基準

A.事故多発区間

下記のいずれかに該当
①死傷事故件数5件/年以上
②死傷事故率300件/億台㎞以上
（ただし、死傷事故件数2件/年以上の区間が対象）

A.事故多発区間
①死傷事故件数
②死傷事故率

死亡 重傷

D.安全性の危惧
⑩地域の声
⑪アンケート

B.死亡・重傷事故
多発区間

下記のいずれかに該当
③死者数1人/2年以上
④死亡・重傷事故件数1件/2年以上
（ただし、死傷事故件数2件/年以上の区間が対象）

下記のうち、3項目以上に該当
⑤夜間事故件数3件/4年以上

C.特徴的な区間
⑤夜間事故件数

B.死亡・重傷
③死者数
④死亡・重傷事故件数

※死傷事故率100件/億台キロ未満の区間は

C.特徴的な区間

⑤夜間事故件数3件/4年以上
⑥歩行者・自転車事故件数2件/4年以上
⑦高齢者事故件数2件/4年以上
⑧追突事故件数5件/4年以上
⑨バリアフリー法の特定道路に該当
（ただし、⑤～⑧は死傷事故件数2件/年以上の区間
が対象

⑤夜間事故件数
⑥歩行者・自転車事故件数
⑦高齢者事故件数
⑧追突事故件数
⑨バリアフリー法

※死傷事故率100件/億台キロ未満の区間は
除外

※④～⑧では、死傷事故件数2件/年以上の
区間を対象

が対象

D.安全性の危惧
下記のいずれかに該当
⑩地域の声（通学路、危険性指摘箇所等）
⑪アンケートによる指摘箇所

157区間 ※事故危険区間
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栃木県内 54区間
※事故危険代表区間



①事故ゼロプランの取り組みについて①事故ゼロプランの取り組みについて

事故危険代表区間の進捗状況

●平成22年12月20日に選定、平成24年12月に更新された『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』
では、栃木県内で事故危険区間157箇所、そのうち事故危険代表区間54箇所が選定されている

『事故危険代表区間』 位置図 A B C D

1 国道50号（足利市西新井町交差点） ● ●

2 国道50号（足利市久保田町交差点） ● ●

3 一般県道中野御廚線（足利市小曽根町） ● ●

4 国道50号（佐野市下羽田町交差点） ● ●

5 国道50号（佐野市高萩町） ● ● ●

6 主要地方道佐野田沼線（佐野市吉水町） ● ●

通

学

路

路　線　名

（区　間　名）

選　定　理　由

（区間選定の視点）
番

号

1

2

3

4

5

66 主要地方道佐野田沼線（佐野市吉水町） ● ●

7 主要地方道佐野田沼線（佐野市堀米町交差点） ● ● ●

8 国道50号（岩舟町岩舟小学校付近交差点） ● ●

9 主要地方道栃木藤岡線（栃木市川連） ● ●

10 国道4号（野木町野木） ●

11 国道4号（小山市間々田） ● ● ● ●

12 国道4号（小山市粟宮） ● ● ● ●

13 新4号国道（小山市田間） ● ●

14 国道50号（小山市小山交差点） ● ●

15 国道50号（小山市駅南6丁目交差点） ● ●

16 国道50号（小山市横倉新田交差点） ● ●

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16
17 一般県道小山結城線（小山市駅東通り2丁目） ● ● ●

18 国道4号（小山市喜沢） ● ● ● ●

19 国道4号（小山市羽川） ● ● ● ●

20 新4号国道（小山市出井北交差点） ● ●

21 新4号国道（上三川町五分一交差点付近交差点） ● ●

22 新4号国道（上三川町上蒲生南交差点） ● ● ●

23 新4号国道（上三川町磯岡交差点付近交差点） ● ●

24 国道4号（下野市鞘堂公民館付近交差点） ● ● ●

25 国道4号（宇都宮市茂原１丁目） ● ●

26 国道4号（宇都宮市安塚街道入口交差点～雀宮駅前交差点） ● ● ● ●

27 国道4号（宇都宮市上横田町） ● ● ● ●27

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26
27 国道4号（宇都宮市上横田町） ● ● ● ●

28 国道119号（宇都宮市宇都宮北道路入口） ● ● ● ●

29 一般県道鹿沼足尾線（鹿沼市樅山町） ● ●

30 主要地方道宇都宮鹿沼線（鹿沼市千渡） ● ● ● ●

31 国道123号（益子町七井） ● ●

32 国道123号（芳賀町西水沼） ● ● ●

33 主要地方道宇都宮向田線（高根沢町上高根沢） ●

34 一般県道杉山石末線（高根沢町太田） ● ●

35 国道119号（日光市大室入口交差点） ●

36 主要地方道今市氏家線（さくら市馬場） ● ●

37 国道293号（那珂川町馬頭） ● ●

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38 一般県道小川大金停車場線（那珂川町小川） ● ●

39 国道4号（矢板市早川町北交差点） ● ● ●

40 国道4号（矢板市中） ● ●

41 国道4号（那須塩原市三島） ● ● ●

42 国道4号（那須塩原市三島北交差点） ● ● ● ●

43 国道4号（那須塩原市大原間） ● ● ● ●

44 国道400号（那須塩原市塩原） ● ● ●

45 国道4号（那須町寺子乙） ● ●

46 一般県道豊原高久線（那須町寺子丙） ● ●

47 国道4号（那須町寺子丙ほか） ● ●

国道4号（那須町豊原乙） ● ●

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議
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国道4号（那須町豊原乙） ● ●

49 国道50号（足利市瑞穂野町交差点） ●

50 国道50号（小山市神鳥谷東交差点） ●

51 国道50号（小山市小山東交差点） ●

52 国道50号（小山市雨ヶ谷新田地先交差点） ●

52 新4号国道（上三川町磯岡交差点） ●

52 国道4号（大田原市下石上交差点） ● ●

49

50

51

52

53

54



①事故ゼロプランの取り組みについて①事故ゼロプランの取り組みについて

4
8
12
16

対策実施予定事例 国道５０号 小山地区

事故発生状況
凡例

：追突事故
：その他の事故

下り

小山地区の事故類型別
事故発生割合（H19‐H22）

交差点流入部で追突事故が多発
（件/4年）

至 至

①神鳥谷東
②小山西 ③小山 ④小山東

⑤駅南町

４丁目

⑥仮)駅南

６丁目
⑦旭町

⑧雨ヶ谷

新田
⑩横倉新田

⑪小山市

横倉新田

⑨(仮)藤原

ｸﾘﾆｯｸ前

至 至

①神鳥谷東
②小山西 ③小山 ④小山東

⑤駅南町

４丁目

⑥仮)駅南

６丁目
⑦旭町

⑧雨ヶ谷

新田
⑩横倉新田

⑪小山市

横倉新田

⑨(仮)藤原

ｸﾘﾆｯｸ前

0

追突事故が多発 追突
64％

その他
36％

下り

①神鳥谷東

②小山西 ③小山 ④小山東 ⑤駅南4 ⑥（仮）駅南6 ⑦旭町 ⑧雨ヶ谷新田 ⑨（仮）土塔 ⑩横倉新田 ⑪小山市
横倉新田

事故発生要因

事故発生状況

前
橋

水
戸

前
橋

水
戸

0
4
8

（１）大型車と乗用車が混在
（２）市街地で沿道施設が連担する区間
（３）信号交差点密度が高く、走行性が低下して

おり、信号による加減速が頻発
（４）右折滞留車両が右折車線からはみ出て滞留 上り

0

箇所概要 対策概要

（ ） 折滞留車両 折車線 出 滞留
①神鳥谷東 ②小山西③小山④小山東 ⑤駅南4 ⑥（仮）駅南6 ⑦旭町 ⑧雨ヶ谷新田⑨（仮）土塔 ⑩横倉新田⑪小山市横倉新田

・小山地区流入部及び小山地区の11交差点で対策実施

小山地区全体で実施するエリア対策（１）～（４）
方針

追突事故

栃木県

（２）カラー舗装設置（３）路面標示 （４）右折車線延伸

・ を組み合わせた対策を実施
小山地区全体で実施するエリア対策（１）～（４）

個別箇所での対策

対策内容①
小山地区流入部

追突事故

その他の事故

対策内容②交差点 （例）雨ヶ谷新田交差点

【路線】 国道５０号
【住所】 小山市神鳥谷

事業箇所
（１）エリア流入部で
の走行車線誘導標
識（法定外標識）
・路面標示設置

（大型車を第2走行

（２）カラ 舗装設置（３）路面標示
「追突注意」設置

ゼブ

第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議
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【住所】 市神鳥谷
～小山市横倉新田

【交通量】 44,705台/日
※H22道路交通センサス

（大型車を第2走行
車線に誘導）

交差点コンパクト化

導流ゼブラ帯設置
右折指導線改良
信号現示の改良



①事故ゼロプランの取り組みについて①事故ゼロプランの取り組みについて

対策実施事例 国道４号 羽川地区

箇所概要 危険な状況
歩道部が狭く歩きにくく 交通事故発生 危険性がある

栃木県

歩道部が狭く歩きにくく、交通事故発生の危険性がある

【路線】 国道４号
【住所】 小山市羽川～下野市川中子
【交通量】 17 635台/日 児童 通学状況歩道が狭 状況※ 道路交通センサス

事業箇所

対策概要

【交通量】 17,635台/日 児童の通学状況歩道が狭い状況※H22道路交通センサス

対策前 対策前

方針

・安心・安全な幅の広い通学路を整備
・高齢者にとっても歩きやすい段差のない歩道整備
・電線のない景観のよい町並みを整備

対策後

対策内容

方針

①歩道拡幅
②歩道部と自転車通行部の分離カラー舗装
③無電柱化

 

対策後対策内容

第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議
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②自転車利用環境整備に関する取り組みについて②自転車利用環境整備に関する取り組みについて

（１）実施目的：（１）実施目的：自転車走行位置の明示による効果、影響、明示自転車走行位置の明示による効果、影響、明示
方法の妥当性等を検証する。方法の妥当性等を検証する。

◆案内チラシ１．自転車走行空間に関する試験的実施の概要１．自転車走行空間に関する試験的実施の概要

（４）実施場所：（４）実施場所：宇都宮市泉が丘地区周辺の宇都宮市泉が丘地区周辺の国道４号と宇都宮国道４号と宇都宮市道市道

（３）実施期間：平成２５年２月１２日～３月１２日（３）実施期間：平成２５年２月１２日～３月１２日

（２）検証項目：利用（２）検証項目：利用状況、走行性、快適性、安全性、意識変化等状況、走行性、快適性、安全性、意識変化等

◆実施場所

（５）実施内容（５）実施内容：自転車：自転車の走行位置の走行位置を青い矢印等で明示を青い矢印等で明示し、アンし、アン
ケート調査やビデオケート調査やビデオ観測等により効果を検証する。観測等により効果を検証する。

◆交差点部での明示

国道４号
至
東

至
福国道４号

市道

東
京

福
島

◆案内看板

市道

◆明示するピクト

第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議
16

◆交差点部の状況



②自転車利用環境整備に関する取り組みについて②自転車利用環境整備に関する取り組みについて

２．試験的実施の効果検証（抜粋）２．試験的実施の効果検証（抜粋）

■車道走行経験者の多くは、安全性や走りやすさを実感。
一方、｢危険を感じる声｣も根強い(特に車道走行未経験者)

■車道への走行位置明示により、車道走行の比率は増加。
しかし、逆走の比率も増加。

■意識改革にも一定の効果（自転車は車両、逆走不可）。 ■歩行者の実感としては、安全性に｢変化なし｣が半数。
■「危険を感じるようになった」という意見も見られた。

第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議

■今後、「改善の余地あり」も含め、他の地域への展開を望む声が多数。 H25.3.26 第４回栃木県自転車通行環境検討会議_資料より抜粋



③新４号国道、国道４号の供用について③新４号国道、国道４号の供用について

161

(

主)

塩

氏家矢板バイパス １３．９ｋｍ

今回４車線化
４．２ｋｍ

今回４車線化
１．５ｋｍ

平成２２年度
４車線化 ３．６ｋｍ

平成１８年度
４車線化 ４．６ｋｍ

293

塩
谷
喜
連
川
線

(主)大田原氏家線

大
谷
津
歩

白栗

東乙畑

蒲 坂

蒲須坂南

馬場北

川岸 川岸南
上阿久津南

⽮板市

市

74
48

181

4
馬場

馬場南

新荒川橋南

さ
く
ら
市

歩
道
橋

片岡
乙畑

蒲須坂北

凡例

さ
く
ら
市

至 福島

4
30

62
220

293

石橋宇都宮バイパス １８．７ｋｍ 小山石橋バイパス １６．３ｋｍ
320 (県)二宮宇都宮線 158

東北自動車道

凡例
今回供用区間矢板ＩＣ

62
239

47

44

320

35
35

(県)二宮宇都宮線

35

(主)宇都宮結城線
310(県)下岡本上三川線

158

瑞穂野南

至 福島

4

35

インター
パーク

宇都宮南

宇都宮
上三川IC

上三川工業
団地

上蒲生中上蒲生
上三川

352

121

310

今回６車線化
３ ９ｋｍ

薬
師

寺
前

4

193

71
146

(県)結城石橋線
146

4

道の駅
しもつけ

336

薬師寺

今回６車線化
１．０ｋｍ

第13回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議
18

4

310３．９ｋｍ

184
65

(県)自治医大
停車線

336
石橋駅


